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　私は岩手大学の技術職員として、そして読者とは

技術的には遠い、岩手では数少ない機械部門の技術

士として”ものづくり”に関わる実習指導や研究装

置の設計加工、その他に学生活動の技術指導をして

いる。現在、大学では新型コロナ感染防止策として、

授業は基本Web上で行い、実習は３密を防ぐなどの

対策をしながら行っている。実習等は「さわる」こ

とで学び感じる事が多いものだが、今年は内容も若

干簡素化せざるを得ない。建設関係の研究活動も支

援しており、例年７月は８月末に行われる鋼橋模型

製作コンペに向けて学生が製作し始め、部材加工、

溶接を手取り足取り指導している時期なのだが、コ

ロナ禍で中止となった。この他にも多くの学生イベ

ントが中止となり、授業・研究・就活なども苦労し

ている様子で学生からは寂しさや疲れをマスク越し

でも感じられる。

　話変わって昨年９月までの一年間、私は神奈川県

の研究所に出向し宇宙関連の装置の試作に従事し

た。出向時の首都圏はオリンピックとラグビーＷ杯

に向けての建設ラッシュ、溢れかえる外国人観光客

と、どこでも活気を感じた。しかし、電車や新幹線

は常に満席で、帰省で盛岡に着いた時には安堵と寂

しさ感じていた。仕事では、ゼネコンの宇宙開発に

興味を持ちつつハヤブサ２のニュースを脇目に、経

験したことが無い困難な加工課題を多々抱えた。

　金属の加工は、鉄を削れば熱くなる、音が変わる、

切り屑の色が変わるなど、五感で得られた情報と経

験をもとに機械や工具をあしらう。それは料理に近

い。食材や調味料、調理器具、そして腕。課題解決

のためにパソコンを開いても書籍を見ても家庭料理

のレシピはあるが、ミシュランレシピは無い。素材

もスーパーには無い。経験に乏しい私は週末も展示

会や講習会、勉強会に足繁く通いヒントを探した。

やはり肌身で感じる生の情報量は圧倒的だった。「百

聞は一見に如かず　百見は一考に如かず　百考は一

行に如かず…」。「うごく」が容易で有ることが首都

圏のメリットと感じた。そんな中、あるイベントの

場に学生が多くいた。「サークルで役立つと思って、

実際触って一流のテクニックを盗みに来た」と言っ

ていた。「盗む」とはその人の意思があり、そのもの

に価値がある。若い人の「うごく」に感服を覚える

一言だった。

　出向から戻った直後から台風やコロナ等の多くの

禍に直面している。この半年で私の周りはWeb会議

やオンラインでのセミナーが当たり前になり、岩手

に居ながら画面上で得られる生の情報は大幅に増え

たが、我々の仕事で重要な「さわる」・「うごく」

などの行為は社会的に遠慮され、それに伴う情報の

収集と提供が難しくなった。情報発信も岩手の課題

と感じていた。以前、あるセミナーの主催者から「岩

手はコト消費の時代でありながらSNSやWebでの周

知効果が低く、紙媒体が必須」との指摘を頂き、私

も感じていた。しかし、首都圏のイベントなどで得

られるような機会が少なくなった今、広大な岩手が

繋がる事で大きく飛躍するチャンスがあることを示

しているのだと思う。

　私は今、学生によるスポーツ器具の開発を技術指

導している。当初は岩手チームの活性化を目的にし

ていたが、岩手の競技者からの協力が得られずにい

た。しかし、学生が他の大学にサンプルを広めた所、

口コミでいつしか国内の実業団からサンプル依頼を

受ける程になった。技術が地域の枠を飛び出した事

で魅力的な活動と評価される事になった。魅力的な

岩手、そして大学にする上での何かヒントを学生か

ら頂いたような気がする。明日には一変するような

激動な令和２年の半年が過ぎた。向こう半年先はど

うなっているのか期待と不安を感じながら岩手に貢

献できるよう技術士の責務を果たしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　解体工事に入る旧北上文化服装
専門学校

　北上市は、同市花園町の特定空

家等に認定されている旧北上文化

服装専門学校の解体撤去を計画。

事業工程の見通しが立ったことか

ら、10日の市議会全員協議会で概

要を報告した。８月中に解体工事

を入札し、来年２月下旬の完了を

目指す。総事業費は約5500万円と

試算している。解体工事の設計は

設計集団次元が担当した。

　旧北上文化服装専門学校は、同

市花園町１丁目67番に位置。用途

地域は商業地域。建物は校舎と居

宅で構成。構造は鉄骨、鉄筋コン

クリート造で、陸屋根４階建て。

延べ床面積は734.55平方㍍。

　1969年に建設され、72年に増築。

2006年３月に閉校され、11年３月

11日の東日本大震災で損壊した。

13年に建物所有者が亡くなり、相

続放棄された。19年６月12日に「特

定空家等」に認定された。

　市は、市民の安全を確保するた

め、特定空家等の解体撤去を行う

ことを決めた。相続放棄により所

有者がいないため、市では初とな

る略式代執行により建物を解体撤

去する。

　跡地は、将来的に財産管理人制

度を活用して売却し、解体費用に

補填する方向。

　これまで、19年度予算に解体工

事設計と工事費として3848万5000

円（うち国費920万4000円）を計

上していたが、20年度に全額を繰

り越していた。

　解体工事の実施設計を行った結

果、工事費の増額が必要となった。

国庫補助の繰越事業のため、今年

度内の事業完了が必要であり、工

事期間として180日を想定してい

ることから、７月臨時議会での補

正が必要となった。増額の主な要

因は、コンクリート量や分別処理

費の増を挙げている。

　19年度予算に設計や工事費とし

て3848万5000円を計上。実施設計

の結果、必要な事業費が5441万10

00円となった。そのため、不足す

る1592万6000円を７月臨時議会で

補正する見通し。

　８月上旬に略式代執行に係る公

告を官報に掲載後、８月20日に工

事の入札を行う予定となってい

る。同月下旬に解体工事等を契約

し、来年２月下旬の解体工事完了

を目指す。

　山田町は、19年台風19号で浸水

被害を受けた田の浜地区の復旧方

針・復旧整備計画を公表した。同

計画では、町や県が実施する事業

の概要などを整理。今後の防災・

減災対策の事業として、町道田の

浜・小谷鳥線の改良整備（排水機

能の強化）や砂防堰堤の整備など

を進めていく。

　計画期間は、20年度から23年度

までのおおむね４年間となる。防

災・減災ビジョンは「山と海に向

き合い共に築く安全・安心な郷

土」。基本方針では、▽準用河川女

川の排水機能の強化▽土石流対策

の強化▽津波への備えの強化―を

掲げている。

　同計画では、対策推進プログラ

ムとして、今後実施する事業の概

要や実施主体を整理。山間部や高

台住宅地周辺部などに分けて、事

業を盛り込んでいる。

　山間部における事業では、砂防

堰堤の整備（県事業）のほか、町

道田の浜・小谷鳥線の災害復旧や

改良整備（町事業）を盛り込んで

いる。県は、土石流の発生が懸念

される田ノ浜沢、田ノ浜沢（３）

において砂防堰堤を整備する計

画。応急対策として、ワイヤーネ

ットなどを整備する。町は、田の

浜・小谷鳥線において路面洗堀個

所を復旧するほか、表面排水によ

る洗堀を防止するための横断側溝

・路面排水ゴム板を設置する。

　高台住宅地周辺部における町実

施の事業では、田の浜地区防災緑

地公園の損壊個所の復旧をはじ

め、緑地公園の土堤部中央に避難

路兼用開口部（幅６㍍程度）など

を整備する。

　さらに開口部には陸閘を設ける

計画で、東日本大震災クラスの津

波が発生した場合にはゲートを閉

じて高台団地への浸水を防ぐ。団

地付近を流れる準用河川女川にお

いては、上下水道管の布設替えを

含め、排水施設を改良する。

　同地区では、台風19号の際、女

川上流部からの土石流により、排

水施設の閉塞などが発生。被害範

囲は約７万平方㍍とされ、地区全

体で118棟の建物が浸水被害を受

けた。うち全壊は14棟、大規模損

壊は15棟、半壊は29棟など。

　一関市は、市道中条外山線の改

良を進めている。今年度も改良工

事を継続して進める構えで、現在

関連工事が制限付一般競争で公告

中となっている。今年度は、施工

延長として363㍍を見込み、改良

区間の北側での施工を実施する。

　中条外山線は、関係市町などで

県道昇格を目指す（仮称）栗原北

上線の形成路線として整備が進

む。市道赤荻泉沢線の日本電産コ

パル一関工場付近と市道宿外山線

を結ぶ路線として整備を計画して

おり、全体計画は延長1260㍍、幅

員4.0（5.0）㍍となっている。

　宿外山線は、同じく栗原北上線

の形成路線として整備を進め、す

でに事業が完了済み。山中にあり

幅員が３～４㍍の１車線分しか確

保されておらず、車のすれ違いが

困難。縦断勾配も大きいため、改

良事業を進めた。全体で延長1320

㍍、幅員4.0（5.0）㍍の整備が実

施された。

　総事業費については、宿外山線

と中条外山線を合わせて約７億円

ほど。中条外山線の完了予定は、

現段階で22年度ごろを見込む。

　事業着手以降、赤荻泉沢線側か

ら改良工事に手を掛けた。18年度

には、宿外山線側からも改良工事

を進め始め、19年度は宿外山線側

から施工を進めた。19年度までで

全体のうち３分の１程度の区間に

ついて、手を掛けた格好となって

いる。

　公告中の案件は、改良区間の北

側となる宿外山線側が施工個所。

暫定系での改良となり、補強土壁

工や側溝工なども内容に含まれて

いる。申請は27日まで、28日の入

札を予定している。

施工が進む中条外山線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　東北地方整備局三陸国道事務所

は14日付で、一般競争入札で実施

する「三陸国道管内橋梁補修設計

業務」を公告した。申請書の提出

期限は８月６日午後２時まで。入

札は９月４日の予定。（関連６面）

　この業務は、三陸国道事務所管

内の直轄国道において橋梁補修設

計を行い、道路工事に供すること

を目的とする。委託期間は2021年

２月25日までを予定している。

　対象となる橋梁は、国道45号の

現道と仙人峠道路の13橋。国道45

号は安家大橋（延長156㍍）など1

1橋で、大船渡市、山田町、田野

畑村、普代村、野田村、久慈市内

の橋梁。仙人峠道路は洞泉橋（延

長405㍍）など２橋でいずれも釜

石市内。５年に１回の法定点検に

基づき、必要な補修設計を行うこ

ととしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県沿岸広域振興局宮古地域振興

センターは、簡易総合評価落札方

式で実施の一般国道106号川内ト

ンネルほか補修設計業務委託を入

札した結果、同業務は日鉄鉱コン

サルタントが987万円で落札し

た。

　この業務は、過年度の道路トン

ネル定期点検の結果を踏まえ、早

期に措置を講じることが必要と判

定された国道106号のトンネル２

本について、補修設計を実施する

もの。委託予定期間は110日間。

　対象トンネルは、宮古市内の川

内トンネル（延長405㍍、総幅員9

.2㍍、完成供用年次1978年）、柏木

トンネル（同376㍍、同9.2㍍、同

年）。トンネル点検調書などの既存

資料や現地踏査の結果を基に、施

工条件などを比較検討して考慮

し、最適な補修工法を決定する。

主な業務内容は、補修工法の検討

や設計図面・数量計算書の作成、

概算工事費の算出など。


